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神戸市における里親等委託の状況 

 

１ ． 里親等への委託状況 

 

 

 

 

 ＜里親等委託児童数・里親委託率の推移＞ ※各年度末（ 3/31） 時点  ※令和 5 年度は速報値 

 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

里親・Ｆ Ｈ 委託児童数 (a)  60  63  62  62  58  

乳児院入所児童数 (b)  53  59 46 55  48 

児童養護施設入所児童数 (c)  366 368 373  364 365 

合計(a＋b＋c)  479 490 481  481 471 

里親等委託率(a÷(a＋b＋c)  12 . 5%  12 . 9%  12 . 9%  12 . 9%  12 . 3%  

全国平均（ 里親等委託率 21 . 5%  22 . 8%  23 . 5%  未公表 未公表 

             ＊（ a） は市外の里親・ファミリーホームへの委託児童を含む 

＊（ a） の内訳 

 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

里親 50 48  46  42 41 

ファミリーホーム 10 15 16 20  17  

合計 60  63  62  62  58  

 

  ＜年代別里親等委託児童数の推移＞  

 

  R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

代替養育が

必要な 

児童数 

3 歳未満 47 66 51  40 38 

3 歳以上就学前 78 54 43  57 54 

学童期以降 354  370 387 384  379 

合計 479 490 481  481 471 

里親等委託

児童数 

3 歳未満 7  6  5  4  5  

3 歳以上就学前 16 13 11  8  6  

学童期以降 37  44 46  50 47 

合計 60  63  62  62  58  

里親等 

委託率 

3 歳未満 15%  9 . 1%  9 . 8%  10 . 0%  13 . 2%  

3 歳以上就学前 20 . 5%  24 . 1%  25 . 6%  14 . 0%  11 . 1%  

学童期以降 10 . 5%  11 . 9%  11 . 9%  13 . 0%  12 . 4%  

合計 12 . 5%  12 . 9%  12 . 9%  12 . 9%  12 . 3%  

代替養育が 

必要な児童数 

参考資料１  
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＜委託・解除件数の推移＞  

 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

年度当初の委託児童数 57 60 63  62 62 

年度内の里親委託数 23 15  10  11  9 

解
除 

養子縁組 7 3  3  1  4  

満年・自立 7 3 2  4  6  

家庭引き取り 3 6  2  2  0  

措置変更 3 0 4  4  3  

計 20 12 11  11 13 

年度末の委託児童数 60  63  62  62  58  

 

２ ． 里親登録の状況 

 ＜里親登録数の推移＞ ※各年度４ 月１ 日現在の世帯数・人数 

 
R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 

世 帯数 人数 世 帯 数 人数 世 帯 数 人数 世 帯 数 人数 世 帯 数 人数 世 帯数 人数 

養育里親 128  239  146  274  156  289 169 313 169 313 174 322 

( 再 掲 ) 専 門 里 親 3  3  2  2  2  2  2  2  2  2  2  2  

養子縁組里親 (47 )  ( 88 )  ( 65 )  ( 1 27 )  ( 7 4 )  ( 1 45 )  ( 86 )  ( 1 68 )  ( 91 )  ( 1 76 )  ( 98 )  ( 1 89 )  

親族里親 5 6 5 6  5  6  4  5  5  7  4  7  

里親登録者数( ※ )  133  245  151  230  161  295 173 318 174 320 178 329 

   ※里親登録者数は、養育里親と親族里親の登録者数の合計と一致 

（ 専門里親は養育里親の登録者であること、また養子縁組里親登録者は養育里親としても登録していることによる。）  

 

  ＜神戸市の登録里親のうち児童を受託中の世帯数（ R6 . 3 . 31 現在） ＞  

  養育里親 専門里親 養子縁組里親 親 族 里 親 合計 ( a)   

神戸市から

の委託 

里親 28 2 2  4  36 世帯 (b)   

ファミリーホーム - - - - ６ 世帯 (b)  

合計 42 世帯 ( a)＋(b)  

他の自治体 

からの委託 

里親 3 0 0  0  ３ 世帯 (c)  

ファミリーホーム - - - - 1 世帯 (d)  

合計 ４ 世帯 (c)＋(d)  

受託中の世帯数の合計 45 世帯 ( a)＋(b)＋( c)  

   ※上記の他、市外の登録里親へ神戸市から合計 4 人の児童を委託中 

  



- 3 - 

 

３ ． 神戸市における取組状況 

 ( 1) 神戸市社会的養育推進計画（ 現行計画） による取組項目 

  ①里親登録数の増加 

  ②受託率を 上げる取組 

  ③こ ども 家庭センタ ー（ 児童相談所） における里親等委託の基本的な考え方の統一 

  ④里親委託のアセスメ ント 力の向上 

  ⑤里親支援体制の強化 

  ⑥フ ァ ミ リ ーホームの推進 

 

 ( 2) 各項目の取組状況 

  ①里親登録数の増加 

○里親登録者数は、 令和元年度当初に、 133 世帯・ 245 人であっ たと こ ろ 、 令和 6

年度当初には、 178 人・ 329 世帯と なり 、 いずれも 約 1. 3 倍に増加し ている。  

○市の取組と し て、 令和 5 年度に、 里親制度の正し い理解を 広めるために、 制度

の案内リ ーフ レッ ト を 作成し たほか、 広報紙や子育て応援サイ ト に里親のイ ン

タ ビュ ー記事等を 掲載。 また、 10 月の里親月間にあわせて市内のデジタ ルサイ

ネージ、 花時計ギャ ラ リ ーを 活用し た広報を実施し たほか、 市職員を 対象と し

て事務処理用 PCのロッ ク 画面を活用し た制度の周知を実施。  

○その他、 里親制度の広報・ 啓発事業を（ 公社） 家庭養護促進協会に委託し てい

るほか、 神戸市里親会や市内の里親支援機関においても 独自の活動を 実施。  

 

  ②受託率を 上げる取組 

○里親登録者数は一定増加し ている一方、 委託児童数が増加し ていないため、 受

託率は下がっ ている（ 令和元年度 39. 7％→令和 5 年度 32. 6％）。  

○里親に対する研修の実施状況 ※[  ] 内の団体へ委託 

  ＜法定研修＞ 

   ①里親登録のための基礎研修・ 登録前研修及び実習[ ( 公社) 家庭養護促進協会]  

②里親更新研修[ ( 公社) 家庭養護促進協会]  

＜法定研修以外＞ 

③未委託里親のト レ ーニング事業[ （ 社福） 神戸真生塾]  

④その他の講座・ 研修[ ( 公社) 家庭養護促進協会]  

・ 養子を 育てたい人のための講座、 真実告知研修 

・ 里親の養育経験を 聞く 会 など 

 

  ③こ ども 家庭センタ ー（ 児童相談所） における里親等委託の基本的な考え方の統一 

○こ ども 家庭センタ ー（ 児童相談所） において、 職員研修を実施し て里親委託 

の基本的な考え方等について理解を深めると と も に、 所内で意見交換を 実施す

る等により 里親委託の課題についての認識を 共有する等の取組を実施。  

○施設に入所中の児童についても 、 すぐ に家庭復帰するこ と が難し い場合は、 施

設の里親支援専門相談員等と も 連携し ながら 、 里親等への委託を 進めている。  



- 4 - 

 

  ④里親委託のアセスメ ント 力の向上    

○里親のアセスメ ント と マッ チングについては、 こ ども 家庭センタ ーの里親養育

支援児童福祉司等が里親登録時の訪問調査や登録後の面談等によっ て里親の状

況を 把握し 、 委託を 必要と する子ども の状況にあわせて里親候補を 選定し 、 そ

の後の交流経過等を 踏まえて、 委託の可否を 決定し ている。  

○里親候補の選定や委託の決定にあたっ ては、 未委託里親ト レーニング事業によ

るアセスメ ント 結果や里親支援機関の意見も 参考と し ている。  

 

  ⑤里親支援体制の強化  

○里親支援機関と し て、 次の 21 団体を 指定し ている （ 令和 6 年 4 月現在※P5 参照） 。  

     ・ 里親支援専門相談員を配置し ている乳児院（ 3 施設） ・ 児童養護施設（ 13 施設）  

  ・ 児童家庭支援センタ ー（ 4 施設）  

  ・（ 公社） 家庭養護促進協会 

○里親世帯へ子ども を 委託する際には、 当該世帯を支援する機関を 指定し 、 委託

中はその支援機関による里親世帯への定期的な訪問や個別の相談支援を 実施。  

○里親支援機関連絡会（ 実務者会） を 毎月 1 回開催し 、 支援中の里親世帯の 

情報共有や支援内容に関する意見交換等を実施し ている。  

○市内の里親支援機関が連携し て、 里親制度の広報啓発や委託中の里親への支援

活動（ 里親サロンの開催等） を 行っ ている。  

 

⑥フ ァ ミ リ ーホームの推進 

○市内に 6 ヶ 所のフ ァ ミ リ ーホームを 設置 

令和 5 年度末の委託児童数： 合計 17 人 

＜市内のファミリーホーム設置状況＞ 

開設時期 ファミリーホーム名称 設置区 

平成 25  年５ 月 ワンズハウス 垂水区 

平成 28  年４ 月 
野口ホーム 垂水区 

なかのこの里 北 区 

令和元年 11  月 エニシバホーム 垂水区 

令和３ 年４ 月 椎野さん家（ しいのさんち）  東灘区 

令和５ 年１ 月  和我家（ わがや）  ⻑ 田区 
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＜神戸市の里親支援機関＞（ Ａ 型: フォスタリング事業を委託している機関  Ｂ 型: それ以外）  

施設種別 施設名  運営法人 所在区 指定始期 区分 

乳児院 

御影乳児院 （ 社福） 信愛学園 東灘区 H29 年５ 月 B 型 

真生乳児院 （ 社福） 神戸真生塾 中央区 H29 年５ 月 B 型 

神戸少年の町乳児院 （ 社福） 神戸少年の町 垂水区 H29 年５ 月 B 型 

児童養護

施設 

信愛学園 （ 社福） 信愛学園 東灘区 R5 年 4 月 B 型 

神愛子供ホーム （ 社福） 神愛子供ホーム 東灘区 H29 年 10 月 B 型 

双葉学園 （ 社福） 神戸協和会 灘区 H31 年 4 月 B 型 

愛神愛隣舎 （ 社福） 愛神愛隣舎 灘区 H29 年 10 月 B 型 

同朋学園 （ 社福） 同朋福祉会 灘区 R4 年 2 月 B 型 

神戸真生塾 （ 社福） 神戸真生塾 中央区 H29 年 10 月 B 型 

夢野こどもホーム （ 社福） 神戸光有会 兵庫区 R5 年 4 月 B 型 

神戸実業学院 （ 社福） 基督教日本救霊隊神戸実業学院 兵庫区 H29 年 10 月 B 型 

愛信学園 （ 社福） 共生会 兵庫区 R3 年 4 月 B 型 

天王谷学園 （ 社福） 天王谷学園 北区 H30 年 4 月 B 型 

グイン・ホーム （ 社福） 白百合学園 北区 H29 年 10 月 B 型 

⻑ 田こどもホーム （ 社福） 明星寮 ⻑ 田区 R3 年 4 月 B 型 

神戸少年の町 （ 社福） 神戸少年の町 垂水区 H31 年 4 月 B 型 

児童家庭

支援 

センター 

児童家庭支援センター

はれるや御影 
（ 社福） 神愛子供ホーム 東灘区 R6 年 1 月 B 型 

神戸真生塾子ども

家庭支援センター 
（ 社福） 神戸真生塾 中央区 H30 年 4 月 A 型 

児童家庭支援 

センターしらゆり 
（ 社福） 白百合学園 北区 H28 年 4 月 B 型 

児童家庭支援センター 

おるおるステーション 
（ 社福） 基督教日本救霊隊神戸実業学院 兵庫区 R2 年 3 月 B 型 

その他 （ 公社） 家庭養護促進協会 中央区 H29 年 5 月 A 型 
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神戸市社会的養育推進計画における 

「 里親・ フ ァ ミ リ ーホームへの委託の推進に向けた取組」 に関する検討事項 

 

※現行計画にかかる取組状況・ 資源の整備状況については第 1 回検討会「 資料５ 」 参照 

 

１ ． 里親・ フ ァ ミ リ ーホームへの委託こ ども 数の見込み等 

 ＜里親委託率の目標値と 現状＞                 ＊神戸市社会的養育推進計画 

    国の目標 神戸市(＊)の目標 現状 

乳幼児 （ R8 年度末）  

3 歳未満児: 75％以上 

就学前: 75％以上 

（ R11 年度末）  

58 . 3%  

（ R5 年度末）  

3 歳未満児: 13 . 2%  

3 歳以上就学前: 11 . 1%  

学童期以降 （ R11 年度末）  

50％以上 

（ R11 年度末）  

30 . 9%  

（ R5 年度末）  

12 . 4%  

  

 ＜神戸市における 代替養育を必要と するこ ども 数の推計＞ 

 

 ＜上記の推計に基づく 里親委託児童数の試算＞ 

 

  

 令和 7 年度 

（ 2025 年）  

令和 8 年度 

（ 2026 年）  

令和 9 年度 

（ 2027 年）  

令和 10 年度 

（ 2028 年）  

令和 11 年度 

（ 2029 年）  

3 歳未満 39 人 39 人 39 人 39 人 39 人 

3 歳以上就学前 49 人 46 人 45 人 43 人 43 人 

学童期以降 379 人 377 人 372 人 367 人 360 人 

合計 467 人 462 人 456 人 449 人 442 人 

 里親 

委託率 

令和 7 年度 

（ 2025 年）  

令和 8 年度 

（ 2026 年）  

令和 9 年度 

（ 2027 年）  

令和 10 年度 

（ 2028 年）  

令和 11 年度 

（ 2029 年）  

3 歳未満 

30%  12 人 12 人 12 人 12 人 12 人 

50%  20 人 20 人 20 人 20 人 20 人 

70%  30 人 30 人 30 人 30 人 30 人 

100%  39 人 39 人 39 人 39 人 39 人 

3 歳以上 

就学前 

30%  15 人 14 人 14 人 13 人 13 人 

50%  25 人 23 人 23 人 22 人 22 人 

70%  36 人 35 人 34 人 33 人 33 人 

100%  49 人 46 人 45 人 43 人 43 人 

学童期 

以降 

30%  114 人 114 人 112 人 111 人 108 人 

50%  190 人 189 人 186 人 184 人 180 人 

100%  379 人 377 人 372 人 367 人 360 人 

参考資料２  
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※参考： 年代別里親等委託児童数の推移 

 

 

２ ． 里親等支援業務の包括的な実施体制の構築に向けた取組 

＜神戸市における里親支援機関の設置状況（ R6. 4. 1 現在） ＞ 

施設・団体種別 設置数 備 考 

乳児院 3 ヶ所  

児童養護施設 13 ヶ所  

児童家庭支援センター 4 ヶ所 うち 1 ヶ所に未委託里親トレーニング事業を委託 

その他（ 公益社団法人）  1 ヶ所 里親開拓促進事業を委託 

合計 21 ヶ所  

 

＜里親支援専門相談員の業務の見直し （ R6. 4. 8 こ ども 家庭庁局長通知＞ 

 【 見直し 前の業務】  

①里親の新規開拓 

②里親候補者の週末里親等の調整 

③里親への研修 

④里親委託の推進 

⑤里親家庭への訪問及び電話相談 

⑥レ スパイ ト ・ ケアの調整 

⑦里親サロンの運営 

⑧里親会の活動への参加勧奨及び活動支援 

⑨アフ タ ーケアと し ての相談 

  

  R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

代替養育

が必要な 

児童数 

3 歳未満 47 66  51 40  38 

3 歳以上就学前 78 54  43 57  54 

学童期以降 354  370  387 384  379  

合計 479  490 481 481  471 

里親等委

託児童数 

3 歳未満 7 6 5  4  5  

3 歳以上就学前 16 13  11 8  6  

学童期以降 37 44 46  50 47 

合計 60  63  62  62  58  

里親等 

委託率 

3 歳未満 15%  9 . 1%  9 . 8%  10 . 0%  13 . 2%  

3 歳以上就学前 20 . 5%  24 . 1%  25 . 6%  14 . 0%  11 . 1%  

学童期以降 10 . 5%  11 . 9%  11 . 9%  13 . 0%  12 . 4%  

合計 12 . 5%  12 . 9%  12 . 9%  12 . 9%  12 . 3%  
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  【 見直し 後の業務】「 ( 1) ( 2) 」、「 ( 3) ( 4) 」、「 ( 2) ( 4) ( 5) ( 6) 」 のいずれかの組み合わせを 選択し て実施 

(1 )所属施設の在籍児童の 

里親等委託の推進 

・ 委託可能な在籍児童及び里親等の把握 

・ 委託可能な里親等の養育能力のアセスメント 

・ 里親支援専門相談員が里親等委託を推進する上での里親

等との関係づくり 

・ 在籍児童の委託に向けた調整（ 家庭復帰の可能性や時期

などについて児童相談所との情報の共有を含む。）  

・ 週末や⻑ 期休暇等を利用した家庭生活体験の調整（ 乳児

院においては、必要に応じて実施することとし、児童相談所が

行う場合はそのサポートをすること。）  

・ 在籍児童への里親等委託への移行に関する意思の確認や里

親等委託についての説明（ 児童相談所が行う場合はそのサ

ポートをすること。）  

・ 在籍児童と里親等との面会、親子訓練室等を活用した生活

体験や、里親家庭への外泊など、段階に応じた在籍児童と里

親等との交流 

(2 )所属施設に在籍していた児童が 

委託されている里親への支援 

・ 委託児童や里親等に対する定期的な訪問による相談支援 

・ 電話や通所による相談支援 

・ 所属施設でのレスパイト・ケアの受入 

・ 所属施設外でのレスパイト・ケアの受入調整 

・ 里親等に対し、所属施設でのアセスメントの結果や成⻑ 、発

達の段階を踏まえた、養育や療育に関する助言 

(3 )所属施設に在籍していた児童以外の 

 里親等委託の推進 

※下記事項以外は（ １ ） と同じ 

「一時保護中の児童の里親等委託に向けたアセスメント」を含

み、「委託可能な在籍児童及び里親等の把握」は除く。 

( 4 )  所属施設に在籍していた児童以外の児童

が委託されている里親への支援 

※(2 )と同じ 

( 5 )里親等を対象とした研修やトレーニング等 ・ 座学による講義、研修等 

・ 施設機能を活用し、実際に養育を体験するなどの手法で行う

養育トレーニング 

・ 所属施設での実習の受入 

・ フォスタリング機関や地域の関係機関等と協力した里親サロン

の開催 

・ 地域で開催されるイベント等への支援 

(6 ) 里親等への委託後又は委託解除後の児童

の自立支援 

・ 里親等への委託後又は委託解除後の児童等の生活や進

学、就労等に関する自立に向けた相談支援 

・ 里親等が自立支援を行う際の助言やサポート 

・ 委託解除後の里親等の精神状況の確認、心理的ケアの実施 

・ 里親等への委託後の児童等の実親との面接など、里親等と

協力した家庭復帰支援 
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＜児童家庭支援センタ ーの事業内容（ 児童家庭支援センタ ー設置運営要綱より ） ＞ 

(1 )地域・家庭からの相談に 

応ずる事業 

地域の児童の福祉に関する各般の問題につき、児童に関する家庭その他から

の相談のうち、専門的な知識及び技術を必要とするものに応じ、必要な助言

を行う。 

( 2 )市町村の求めに応ずる事業 市町村の求めに応じ、技術的助言その他必要な援助を行う。 

 

( 3 )都道府県又は児童相談所 

からの受託による指導 

児童相談所において、施設入所までは要しないが要保護性がある児童、施

設を退所後間もない児童など、継続的な指導措置が必要であるとされた児

童（ 18 歳到達後も継続的な指導措置が必要な者を含む。） 及びその家庭

について、指導措置を受託して指導を行う。 

( 4 )里親等への支援 里親及びファミリーホームからの相談に応じる等、必要な支援を行う。 

( 5 )関係機関等との 

連携・連絡調整 

児童や家庭に対する支援を迅速かつ的確に行うため、児童相談所、市町

村、福祉事務所、里親、児童福祉施設、自立援助ホーム、ファミリーホーム、

要保護児童対策地域協議会、民生委員、児童委員、母子自立支援員、

母子福祉団体、公共職業安定所、婦人相談員、保健所、市町村保健セン

ター、精神保健福祉センター、教育委員会、学校等との連絡調整を行う 

 

＜里親支援センタ ーの業務（ 里親支援センタ ー設置運営要綱より ） ＞ 

 以下に定める業務を 全て実施 

(1 )  里親制度等普及促進・リクルート業務 里親制度等の普及促進を、里親になろうとする者の開拓 

(2 )  里親等研修・トレーニング業務 ① 基礎研修、登録前研修及び更新研修 

② 未委託里親等に対する研修・トレーニング 

③ その他、里親等並びに里親になろうとする者に対する研修・トレ

ーニングに資する業務 

(3 )  里親等委託推進業務 ① 里親等とのマッチング 

② 自立支援計画への助言等 

③ 里親委託等推進委員会の開催又は参画 

(4 )  里親等養育支援業務 ① 里親等への情報提供・訪問支援 

② レスパイト・ケアの調整 

③ 里親等による相互交流 

④ 里親等による援助活動 

⑤ その他、利用者に対する養育支援に資する業務 

(5 )  里親等委託児童自立支援業務 ① 委託解除前からの自立に向けた相談支援等 

② 委託解除後の継続的な状況把握及び相談支援等 

③ その他、自立支援に資する業務 

 

 



里親委託率の目標検討のための試算 

 

１ ． 令和 5 年度実績 

里親等委託している乳幼児数（ 年度末時点）  11 人 

乳児院・児童養護施設に入所している乳幼児数（ 年度末時点）  81 人 

合計 92 人 

里親委託率 約 12 . 0%  

 

新たに里親委託した乳幼児数 5 人…(ア)   

新たに乳児院・児童養護施設に入所した 

乳幼児数 
43 人 

乳児院 24 人、児童養護施設 19 人 

（ うち5 人は乳児院からの措置変更）  

合計 48 人  

  

里親委託解除数／のべ委託件数 13 人/71 人 解除率を 18 . 3％⇒20％と仮定 

 

２ ． 検討のための試算（ 乳幼児）  ※令和 5 年度実績を基準値とした試算 

 A.新たに里親委託する乳幼児数（ 上記 1 の(ア)に該当） を、毎年 5 人ずつ増やしていく場合  

 1 年後 2 年後 3 年後 4 年後 5 年後 

( a)前年度末の里親委託数 11 17   26  36  48   

( b )就学年齢到達見込み数（ a×1/6）  2   3   4   6   8   

( c)新たに里親委託した人数（ 5 人ずつ増加）  10  15  20  25  30  

( d )里親委託を解除した人数（ (a )*0 . 2）  2   3   5   7   10  

( e)年度末の里親委託人数（ a-b＋c-ｄ ）  17   26   36   48   60   

( f)年度末の施設（ ＊） 入所人数（ g-e）  75   58 49  42  36 

（ g ） 合計 ※令和 5 年度実績で固定 92 92  92  92  92  

里親委託率 18 . 5%  28 . 3%  39 . 1%  52 . 2%  65 . 2%  

  

B.  新たに里親委託する乳幼児数（ 上記 1 の(ア)に該当） を、毎年 6 人ずつ増やしていく場合 

 1 年後 2 年後 3 年後 4 年後 5 年後 

( a)前年度末の里親委託数 11 18   28  41  55   

( b )就学年齢到達見込み数（ a×1/6）  2   3   5   7   9   

( c)新たに里親委託した人数（ 6 人ずつ増加）  11  17  23  29  35  

( d )里親委託を解除した人数（ (a )*0 . 2）  2   4   6   8   11  

( e)年度末の里親委託人数（ a-b＋c-ｄ ）  18   28   41   55   70   

( f)年度末の施設（ ＊） 入所人数（ g-e）  74   58 49  42  36 

（ g ） 合計 ※令和 5 年度実績で固定 92 92  92  92  92  

里親委託率 19 . 6%  30 . 4%  44 . 6%  59 . 8%  76 . 1%  

   

乳幼児 

参考資料３  



 

 

１ ． 令和 5 年度実績 

里親等委託している児童数（ 学童期以降） （ 年度末時点）  47 人 

乳児院・児童養護施設に入所している児童数（ 学童期以降） （ 年度末時点）  332 人 

合計 379 人 

里親委託率 約 12 . 4%  

 

新たに里親委託した児童数（ 学童期以降）  4 人…(イ)  

新たに乳児院・児童養護施設に入所した児童数（ 学童期以降）  63 人 

合計 67 人 

  

里親委託解除数／のべ委託件数※学齢児も含む 13 人/71 人 ⇒解除率を18 . 3％⇒20％と仮定 

 

２ ． 検討のための試算（ 学童期以降）  ※令和 5 年度実績を基準値とした試算 

 C． 新たに里親委託する児童数（ 学童期以降） （ 上記 1 の(イ)に該当） を、毎年 6 人ずつ増やしていく場合 

 1 年後 2 年後 3 年後 4 年後 5 年後 

( a)前年度末の里親委託数 47 50   59  73  92   

( b )里親委託中児童の就学年齢到達人数 2 3  4 6  8  

( c)新たに里親委託した人数(6 人ずつ増加) 10  16  22  28  34  

( d )里親委託を解除した人数（ ｃ ×0. 2） ＊ 9   10   12  15  18   

( e)年度末の里親委託人数（ a＋b＋c-ｄ ）  50   59   73   92   116   

( f)年度末の施設（ ＊） 入所人数（ g-e）  329   320   306   287   263   

（ g） 合計 ※令和 5 年度実績で固定 379 379 379  379  379  

里親委託率 13 . 2%  15 . 6%  19 . 3%  24 . 3%  30 . 6%  

  ＊成年到達による委託解除を含む 

 

D． 新たに里親委託する児童数（ 学童期以降） （ 上記 1 の(イ)に該当） を、毎年 12 人ずつ増やしていく場合 

 1 年後 2 年後 3 年後 4 年後 5 年後 

( a)前年度末の里親委託数 47 56   75  104   142   

( b )里親委託中児童の就学年齢到達人数 2 3  4 6  8  

( c)新たに里親委託した人数(12 人ずつ増加) 16  28  40  52  64  

( d )里親委託を解除した人数（ ｃ ×0. 2） ＊  9   11   15   21   28  

( e)年度末の里親委託人数（ a＋b＋c-ｄ ）  56   75   104   142   185   

( f)年度末の施設（ ＊） 入所人数（ g-e）  323   304   275   237   194   

（ g） 合計 ※令和 5 年度実績で固定 379 379 379  379  379  

里親委託率 14 . 2%  19 . 8%  27 . 4%  37 . 5%  48 . 8%  

＊成年到達による委託解除を含む 

学童期以降 



「 第 1 回神戸市における里親委託推進のための検討会」 での主なご意見 

 

○里親支援機関・ 里親支援専門相談員について 

 ・ 神戸市には多く の里親支援機関があり 、 それが強みにも なるが、 現状では各施設の取

組内容に差があるよう に思う 。  

 ・ 各施設に配置さ れている里親支援専門相談員が行う 支援についても 、 スーパーバイ ズ

の体制が十分ではなく 、 ソ ーシャ ルワーク の質の向上が課題。  

 ・ 里親に対する研修を 複数の機関が実施し ているため、 児童相談所と し て個々の里親の

状況が把握し にく いのではないか。  

 

○里親の広報・ リ ク ルート について 

 ・ 一定の広報はし ているが、 その効果が見えにく い。 実際に委託につながる里親のリ ク

ルート について、 プロモーショ ンの手法などの工夫が必要ではないか。  

 

○こ ども 家庭センタ ー（ 児童相談所） の体制について 

 ・ 児童相談所での勤務経験の浅い職員が増えたこ と も あり 、 里親委託にかかる実親から

の同意取得や里親委託後の支援のためのスキルが十分ではないよう に思う 。  

 ・ 里親のマッ チングや委託後の支援には高い専門性が求めら れるため、 担当する職員の

計画的な育成が必要。  

 

○未委託里親の課題について 

 ・ 未委託と なっ ている里親の意向や状況をあら ためて確認し て、 今後実際に委託ができ

るかどう かを再アセスメ ント する必要があるのではないか。  

 ・ 養子縁組が成立し た後も 里親登録を継続し ている未委託里親に一時保護委託等をお願

いするこ と も 考えら れると 思う 。  

 

○里親家庭に対する養育支援について 

 ・ 里親同士がサポート し あえる仕組みと し て、 例えば各区単位での里親のネッ ト ワーク

づく り や、 里親支援事業を 一部の区でモデル実施するこ と 等も 検討し てはどう か。  

 ・ 里親による養育環境を 充実さ せていく こ と が、 結果と し て里親委託を進めるこ と につ

ながっ ていく と 思う 。  

 

○今後の取組について 

 ・ 乳幼児の里親委託を 積極的に進めていく 必要がある。  

 ・ 多く の課題があるが、 優先順位を つけて戦略的に取り 組むこ と が求めら れる。  

参考資料４  
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第２ 回 神戸市に お け る 里親委託推進のた めの検討会 

  

日時： 令和6年7月23日（ 火） 15： 00～17： 00 

場所： 三宮研修セ ン タ ー  9階 902号室 

 

＜議事 ＞ 

( 1)  第1回検討会で の主な 意見に つ い て  

  ●事 務局 

  資 料２ に よ り 説明 

○座長  

・ 資料２ の項目に 関連し て 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法人と し て 里親支援に 取り 組ま れて い る 委員

よ り 、 取組内容に つ い て ご 紹介い た だ き た い 。  

○委員  

 ・ 神 戸 市 に は 、 里 親 支 援 を 担 う 機 関 が た く さ ん あ り 、 こ れ ら の 機 関 が 協 働 で き

る と い う こ と が強みに な る と 思っ て い る 。 自分の運営す る Ｎ Ｐ Ｏ 法人の取組と

し て も 、 地域の施設関係者や里親支援専門相談員、 そ の他の里親に 関わる 様々

な 連携が結果に つ な がっ て い る 。  

 ・ 各 里 親 支 援 専 門 相 談 員 が 属 し て い る 組 織 が 異 な る の で 、 里 親 支 援 専 門 相 談 員

を ど う ま と め て い く のか、 誰がど う やっ て マ ネ ジ メ ン ト し て い く のかと い う 点

に ポ イ ン ト はあ る と 思う 。 包括的な 里親支援を 一つ の団体がやっ て い く 場合、

件数が増え る ほど マ ン パワ ー の問題で 質が落ち て い く ので 、 そ れ以上に 質を 上

げる 場合に は他機関と の連携が必要に な る が、 そ の際に 誰がリ ー ダ ー シ ッ プ を

取っ て ま と め て い く のかと い う こ と が非常に 重要に な る と 感じ て い る 。  

  ・ リ ク ルー ト に 関し て 、 「 里親制度を 知っ て も ら う こ と 」 を 広報のゴ ー ルと す る

な ら ば、 民間が実施す る に は非常に コ ス ト がかかる た め 、 行政機関で あ る 市が

リ ー ダ ー シ ッ プ を 発揮し て 、 ど ん ど ん 広報し て い く 必要があ る と 思う 。  

・ 福岡市の例で も あ る が、 区役所に 「 神戸市は養育里親を 応援し ま す 」 と い っ た

懸垂幕を 一斉に 下げ る と い っ た 取組な ど を し て も ら え れば、 そ れに よ っ て 里親

制度に 関心を 持っ て も ら っ た 人を 実際の養育に つ な げて い く 、 ア ク シ ョ ン を 起

こ し て も ら う と い っ た と こ ろ は、 里親支援のソ ー シ ャ ルワ ー ク の一環と し て 効

果的に やれる と 思う 。  

  ・ ま た 、 広報の統一感も 重要で あ り 、 イ ベ ン ト ご と に イ メ ー ジ が変わっ た り 、 毎

年イ メ ー ジ が変わっ た り 、 期間ご と に バラ バラ の内容を 打ち 出し て い く と 、 結

局、 見て い る 側から す る と イ メ ー ジ がつ な がら な い し 、 ど こ に 連絡し て い い の

かよ く わから な い 広告も 、 広報の目的が達成で き な い と 思う 。  

  ・ 広報で 最も 強力な も のは「 口コ ミ 」 だ と 言われて い る が、 「 里親っ て 大変だ け

ど やり がい があ る よ 」 と い う よ う な 経験を 、 里親の皆さ ん に １ ケ ー ス で も ２ ケ

ー ス で も 積ん で も ら う 、 身近な 人がそ う い う 経験を し て い る 、 と い う 環境を つ

く る 必要があ る 。 過去何十年も 里親制度を 支え て き た 「 ス ー パー 里親」 の存在

に 頼り 続け る ので はな く 、 「 こ の人が里親を し て い る のな ら 、 私に も で き そ う

だ 」 と 思え る よ う な 支援が必要だ と 思う 。  

 〇  座長 

  ・ １ 点目の里親支援機関・ 里親支援専門相談員のマ ネ ジ メ ン ト 体制やリ ー ダ ー シ

（ 案）  参考資料５  
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ッ プ に つ い て 、 神戸市の状況はど う な のか、 他の意見を 伺い た い 。  

○委員  

 ・ 里 親 支 援 専 門 相 談 員 や 里 親 支 援 機 関 の 方 々 の 話 し 合 い な ど に も 参 加 さ せ て も

ら っ て い る が、 そ れぞ れの施設から 出て 来ら れる た め、 誰かがリ ー ダ ー シ ッ プ

を 取る と い う こ と が難し く 、 一つ の行事を 決め る に も 「 こ う し ま す 」 と い う 意

見がお 互い に 言い に く い よ う な 感じ はあ る 。  

 ・ 里 親 支 援 機 関 の 集 ま り の 中 で 、 年 度 ご と に 役 割 分 担 を 決 め て お ら れ る よ う だ

が、 メ ン バー の中で も 経験年数に 差があ っ た り 、 施設内の人事異動で メ ン バー

が変わる と い う こ と があ る た め 、 リ ー ダ ー シ ッ プ やマ ネ ジ メ ン ト を 誰が担う か

と い う 点に つ い て は、 そ れぞ れが遠慮さ れな がら やっ て い る た め 、 難し い と 感

じ て い る 。  

○委員  

 ・ マ ネ ジ メ ン ト に 一 番大 事 な も のは 「 何が 一 番大 事 か 」 と い う 理 念だ と 思 う 。

多機関連携の場合はな お さ ら 、 そ れぞ れのメ ン バー が異な る 組織に い て 、 異な

る 考え 方を 持っ て い る た め 、 「 何のた めに 、 ど ん な 成果を 出す た め に 何を 目指

し て やっ て い く のか、 目指す べき ゴ ー ルはな に か」 と い う 理念を 神戸市と し て

持つ 必要があ り 、 こ れを 実現す る た め に そ れぞ れの機関がど う 動く のかと い う

こ と が具体的な マ ネ ジ メ ン ト に つ な がる と 思う 。  

〇座長  

・ ２ 点 目 の 広 報 ・ リ ク ルー ト に つ い て 、 委 員 の 意 見 に あ っ た よ う に 費 用 が か か 

る と い う こ と と 、 社会福祉と い う 専門と は異な っ た 知見が必要な 領域に な る の

だ と 思う 。 ま ず は、 里親制度を 知っ て も ら う た め のコ ス ト や努力、 口コ ミ が広

がる よ う な 環境が必要で あ り 、 そ の後に 、 具体の養育に つ な げ て い く ソ ー シ ャ

ルワ ー ク が必要と い う 意見があ っ た が、 こ れに つ い て 他の意見を 伺い た い 。  

〇委員  

 ・ 広 報 の あ り 方 に つ い て は 課 題 だ と 思 っ て い る 。 一 般 の方 に と っ て は 、 市 の 広

報紙と い う も のが一番安心で き る 情報源だ と 思う ので 、 里親や里親会のこ と を

定期的に 掲載し て も ら う のが良い ので はな い かと 思う 。  

 ・ ま た 、 制 度 に つ い て の 連 絡 先 に つ い て 、 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー （ 児 童 相 談 所 ）

が一番良い と は思う が、 敷居が高い と 思われる 人も い る と 思う ので 、 特定の里

親支援機関や里親会を 窓口と す る こ と も 考え て も 良い と 思う .  

 ○座 長 

  ・ 里親制度の「 入口」 に つ い て 、 各関係機関が同じ イ メ ー ジ ・ 統一感を 持っ て リ

ク ルー ト ・ 広報し て い く と い う 重要性も あ る ので 、 今後検討さ れて い く こ と と

思う 。  

  ・ で は、 先ほど の続き で 、 資料２ の３ つ 目と ４ つ 目の項目に つ い て お 話い た だ き

た い 。  

 〇委 員 

  ・ 体制と し て は、 措置権者で あ る 児童相談所のリ ー ダ ー シ ッ プ が絶対だ と 思う し 、

里親支援機関が非常に 多い と い う 強みを 生かす ので あ れば、 神戸市が理念を 掲

げて 、 児童相談所がそ のリ ー ダ ー シ ッ プ やタ ク ト を 取り 、 そ こ に 各機関に よ る

協働体制を つ く っ て い く 形に な る と 思う 。  

 ・ 未 委 託 の 里 親 家 庭 の 課 題 に つ い て 、 未 委 託 家 庭 の 分 析を し っ か り す る 必 要 が
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あ る と 思う 。 未委託の里親家庭に お い て 、 実際に 子ど も を 養育で き な い 事情と

い う のは公表す る 必要はな い と 思う が、 そ の状態のま ま 放っ て お く こ と はよ く

な い と 思う 。 広報の問題と も 関連す る が、 い つ ま で も 委託のな い 里親家庭が地

域に そ のま ま 残っ て い る と 、 「 あ な た は里親に な っ た ん じ ゃ な かっ た の、 い つ

に な っ た ら 子ど も が来る の」 と い う よ う に 思われて 、 間違い な く 地域で ネ ガ テ

ィ ブ キ ャ ン ペ ー ン に な っ て し ま う と 思う 。  

 ・ 里 親 家 庭 に お い て 、 一 時 的 に 子 ど も が 養 育 で き な い 事情 が あ る 場 合 は 、 家 庭

訪問等の調査で す ぐ わかる た め 問題な い と 思う が、 何度打診し て も そ れに 応え

る こ と な く 、 登録だ け は更新し 続け る と い う こ と に つ い て は、 里親制度のマ イ

ナ ス イ メ ー ジ に も つ な がる し 、 家庭訪問や更新調査に かかる コ ス ト や労力も か

かっ て し ま う 。  

〇座長  

 ・ マ ネ ジ メ ン ト 体 制 と 未 委 託 の 里 親 家 庭 に つ い て の 再 検討 に つ い て 意 見 を い た

だ い た が、 こ れに つ い て 他のご 意見を 伺い た い 。  

 ○委 員 

  ・ い く つ か教え て も ら い た い が、 資料２ の「 こ ど も 家庭セ ン タ ー の体制」 に 関す

る 記述で 「 ス キ ル」 と あ る が、 具体的に ど のよ う な こ と を 言われて い る のか。  

・ ま た 、 計画的な 育成に つ い て 、 ど のよ う な 計画を 持た れて い る のか。  

  ・ さ ら に 「 未委託と な っ て い る 里親の意向や状況を あ ら た め て 確認」 と あ る が、

い つ ま で に 誰が責任を 持っ て 確認す る のか、 確認し た 後、 誰がい つ ど のよ う に

し て 開示し て い く のか、 に つ い て 考え があ れば伺い た い 。   

 〇座 長 

  ・ 一つ め の「 ス キ ル」 に つ い て は、 具体的な 相談支援に かかる ソ ー シ ャ ルワ ー ク

のス キ ルだ と 理解し て い る が、 事務局と し て はど う か。  

 ●事 務局 

  ・ そ の通り 。  

 ○座 長 

  ・ 二つ 目の「 計画的な 育成」 に つ い て 具体的な 計画があ る かと い う 点に つ い て は

ど う か。  

 ●事 務局 

  ・ 「 資料２ 」 は、 前回の検討会で い た だ い た 意見を ま と め た も ので あ り 、 こ れを

受け て 今後のあ り 方に つ い て 検討し て い る 段階で あ り 、 具体的な 計画も 含めて 、

こ れから 検討し て い き た い と 考え て い る 。  

  ・ 三つ 目の未委託里親に かかる 取組に つ い て も 同様で あ る 。  

 ○座 長 

  ・ 事務局と し て は、 こ れから 、 現状を 含め て さ ら に ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ し て い き た

い と い う こ と だ と 思う 。  

  ・ 里親の認定や更新のプ ロ セ ス に お い て 、 具体的に 里親委託す る 子ど も のイ メ ー

ジ を 実際に 持て る のかど う かと い う と こ ろ は厳し く 検討し な がら 認定し て い く

必要な よ う に 思う 。  

・ 別の自治体で 、 里親の広報を 一生懸命に し て 希望者が増え た と し て も 、 具体的

に 委託す る 子ど も のイ メ ー ジ がわかな い 、 そ う い い な がら 実は委託率が高い わ

け で はな い 、 と い う 話を 聞い た こ と があ る 。 そ のた め、 里親の必要性を 里親を
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希望す る 方に も 伝え な がら イ メ ー ジ を す り 合わせて い く こ と が必要な 視点に な

っ て く る と 感じ た 。  

 ○ア ド バイ ザー  

  ・ 未委託里親の関係で 、 １ 年間の新規登録里親世帯数と 、 そ のう ち 養子縁組を 希

望し な い 「 純粋な 養育里親」 がど れぐ ら い い る のかと い う こ と がわかれば教え

て い た だ き た い 。  

 ●事 務局 

  ・ 確認のう え 、 後ほど お 伝え さ せて い た だ く 。  

 ○委 員 

・ 里親家庭で 子ど も を 養育す る に あ た り 、 地域資源・ 環境が整っ て い な い 状況が

深刻で あ ればあ る ほど 、 里親委託率は下がる と 思う 。 過去に 比べて 、 共働き 世

帯や核家族が増え て い て 、 多世代世帯は減っ て い る こ と も あ り 、 こ れから 里親

家庭と し て 稼働で き る 家庭は減っ て く る はず で あ る 。 と す れば、 大人と し て 子

ど も に かけ ら れる 手の数が減っ て い く ので 、 地域資源が充実し て い かな け れば、

家庭養育や情緒的な つ な がり を つ く る た め の環境整備がで き な い のも 明ら かだ

と 思う 。  

  ・ 例え ば、 共働き 世帯で 、 こ の２ 時間だ け ど こ かの拠点で 子ど も を 預かっ て く れ

る ので あ れば養育で き る 、 と い う よ う な と き に 、 対応で き る 地域資源があ れば、

里親委託がで き る 家庭がも っ と 増え る ので はな い か、 と い っ た 分析を す る 必要

も あ る と 思う 。  

・ 神戸市の状況と し て 、 保育所の利用に あ た っ て 里親養育を す る た めの加点な ど

はさ れて い る のか、 里親家庭だ から こ う い う サー ビ ス を 受け ら れる と い っ た 制

度があ る のかを 教え て い た だ き た い 。  

 ●事 務局 

  ・ 保育所の加点制度に つ い て は、 現状と し て 加点制度そ のも のはな い が、 個々の

状況に 応じ て 、 児童相談所の職員と 区役所の保育所担当の方で 協議を し な がら

入所の調整を し て い る と い う 実態はあ る 。  

 ○委 員 

 ・ 例 と し て 保 育 所 の 利 用 と い う こ と を 考 え る と 、 里 親 家庭 に 限 ら ず 、 保 育 所 が

利用で き れば助かる 家庭がい っ ぱい あ る こ と から 、 そ う い っ た 他のケ ー ス と の

差別化はし な い 、 劣等処遇はし な い 、 と い う と こ ろ が、 社会的養護の里親制度

に つ い て は、 ま だ ま だ 限界点な のかと 思う 。  

  ・ お そ ら く 、 そ のよ う な 劣等処遇はし な い と い う 視点で 里親家庭に 地域資源を 投

入し よ う と す る と 、 里親委託で き る 方はほと ん ど 増え な い と 思う ので 、 やはり

社会的養護だ から 特別扱い す る と い う 姿勢は必要だ と 思う 。 先ほど 理念の話も

し た が、 行政と し て の姿勢やリ ー ダ ー シ ッ プ で 変わっ て い く と い う こ と は、 福

岡市の過去20年以上の取組を みて 感じ る と こ ろ があ る 。  

 ●座 長 

  ・ 自分自身の経験と し て も 、 保育所の入所要件と し て 、 「 児童相談所が特に 認め

る 場合」 と し て 里親の場合も 含め て 保育所利用を 促し て い く と 、 乳幼児の委託

と 保育所の利用がセ ッ ト で 可能に な る た め 、 かな り 養育の質は上がっ て く る と

思う 。 逆に 、 旧来型の、 そ れは保育に 欠け る 状況で はな い と い う 理解で 里親委

託を 進めて い く と 、 保育に 欠け る 状況を つ く る た め に 働かな く て はな ら ず 、 と
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て も 大変だ と 思う 。  

  ・ 乳幼児の里親委託を 進め て い く た め に は、 保育所や、 保育所で な く て も 色々な

形で 地域で 預け 合え る よ う な 環境がで き て く る と 良い と 思う 。  

 ●事 務局 

  ・ 先ほど ご 質問を い た だ い た 里親世帯の年間の新規登録数に つ い て 、 令和５ 年度

で は、 養育里親が21世帯、 親族里親が３ 世帯で あ り 、 養育里親21世帯のう ち の

８ 世帯が同時に 養子縁組里親と し て も 登録さ れて い る た め 、 こ れを 差し 引く と

「 純粋な 養育里親」 の新規登録数は８ 世帯と な る 。  

 ○ア ド バイ ザー  

  ・ 要す る に 、 新規の養育里親登録世帯のう ち 、 半数以上が養子縁組前提の里親で

あ る と い う こ と だ が、 福岡市で も 、 純粋な 養育里親と し て 委託さ れた 子ど も が

い ず れ実親の元へ戻る 、 ま た は18歳ま で ず っ と 長期に 養育里親と し て 委託を う

け る と い っ た ケ ー ス の方がず っ と 少な かっ た よ う な 時代があ っ た 。  

  ・ そ こ へ新た に 、 先ほど から ご 紹介い た だ い て い る Ｎ Ｐ Ｏ 法人がフ ォ ス タ リ ン グ

機関と し て 福岡市で 活動す る よ う に な っ て 、 福岡市と し て も 広報に 非常に 力を

入れて 、 リ ク ルー ト も 積極的・ 戦略的に し て も ら っ て 、 あ る 年度から 、 純粋な

養育里親が養子縁組里親よ り も 登録数が逆に 多く な り 、 ど ん ど ん 増え て 年間20

世帯、 30世帯に な っ て い っ た と い う 経緯があ っ た 。  

  ・ 今後、 里親委託を 推進し て い く た め に は、 新し い 養育里親が毎年一定数必要に

な っ て く る ので 、 「 純粋な 養育里親」 を ど のよ う に 増やし て い く のかと い う の

が本当に 重要な 課題だ と 思う 。 先ほど の説明に あ っ た 年間８ 世帯の新規登録で

は、 里親委託推進の計画を つ く っ た と し て も キ ャ パシ テ ィ が足り な く な る お そ

れがあ る ので 、 広報やリ ク ルー ト に 対す る 何か必須的な 変化が必要かと 思う 。  

 ○座 長 

・ そ れで は、 資料２ の最後の２ つ の項目に つ い て 、 ご 意見を 伺い た い 。  

 ○委 員 

  ・ 里親家庭に 対す る 養育支援に つ い て 、 里親養育の充実は、 ケ ア ワ ー ク の担い 手

で あ る 里親と ソ ー シ ャ ルワ ー ク の担い 手で あ る 支援者や地域関係の両輪に かか

っ て い る と 思う 。 公的養育を し て い く 環境で 担う から こ そ の特殊性だ と 思う が、

支援者や地域の社会資源と い う も のがほと ん ど 組織で あ る のに 対し 、 里親家庭

が個人で あ る こ と から 、 個人と 組織の協働と な っ た と き に ど こ かで ひ ず みが生

ま れる と い う 難し さ があ る 。  

  ・ こ のひ ず みに つ い て 、 頑張っ て 信頼関係やエ ン ゲ ー ジ メ ン ト を つ く り な がら 、

子ど も のた め に と い う 一つ の大事な 理念のた め に 進も う と し て も 、 組織の中で

は情緒的な 部分も 含め て 吐き 出す こ と がで き る かも し れな い が、 里親家庭は個

人と い う と こ ろ も あ り 、 組織で は受け 止め ら れな い 。  

・ そ のた め に 、 個人同士の横のつ な がり 、 ピ ア のつ な がり を し っ かり と 用意し な

け れば、 つ ぶれて し ま う 里親さ ん も 出て く る と 思う 。 ケ ア ワ ー ク の担い 手、 ソ

ー シ ャ ルワ ー ク の担い 手に 加え て 、 第三局と し て の子のつ な がり の中で 、 里親

が思い を 吐き 出す こ と がで き て 、 そ れを 否定し た り 、 ダ メ な 里親だ と 評価さ れ

な い つ な がり を 、 泥縄に な ら な い よ う に 今の時点から 用意し て い く こ と が必要

だ と 思っ て い る 。  

・ 今後の取組に つ い て は、 記載のと お り で 良い と 思う 。  
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 ○座 長 

  ・ 今後の取組も 含めて 、 里親家庭に 対す る 支援の在り 方、 ピ ア のつ な がり を ど う

組織的に 作っ て い く のかと い う 課題認識だ っ た かと 思う が、 こ れに つ い て 他の

意見等を 伺い た い 。  

〇委員  

 ・ 里 親 同 士 の 支 え 合 い や 同 じ 立 場 の 子 ど も 同 士 の つ な が り の 重 要 性 を 認 識 し て 、

自分が所属す る 法人に お い て も 、 昔から 、 キ ャ ン プ で の仲間づ く り を し た り 、

里親サロ ン を し た り し て 、 そ う い う も のがあ っ て 成長し て き た と い う 長い つ な

がり があ る が、 最近は運営のし に く さ も 感じ て い る 。  

 ・ 昨 日 も 、 元 里 子 が 、 何 十 年 ぶ り か に 助 け を 求 め て 連 絡し て き た が 、 そ う い う

と き に 、 そ こ に 行け ば教え て く れる 、 誰かを つ な い で く れる と い う こ と を やっ

て き た が、 い ろ い ろ な 資源がで き て き た 中で 、 そ う い う も のを ど のよ う に 活か

し な がら やっ て い く のかが難し い と 感じ て い る 。  

○委員  

 ・ 今 の お 話 に あ っ た 法 人 の 取 組 や 存 在 に つ い て は 、 里 親に と っ て 安 心 感 を 与 え

て く れて 、 と て も 大事だ と 感じ て い る 。  

 ・ 里 親 を 増 や す こ と 、 増 や し て か ら の ケ ア 、 里 親 に な っ た ら こ う い う と こ ろ が

あ る 、 こ う い う 人がい て 、 こ の人に 頼ん だ ら い い ん だ よ 、 と い っ た 一つ のス ト

ー リ があ ればい い と 思う 。  

 

 

( 2) 神 戸 市社 会的養 育推進 計画に お け る 「 里 親 ・ フ ァ ミ リ ー ホ ー ム へ の 委託 の推 進に

向け た 取組」 に 関す る 検討事項に つ い て  

  ●事 務局 

  資 料３ 、 参考資料３ に よ り 説明（ 省略）  

 〇ア ド バイ ザー  

 ・ ア ド バ イ ザ ー と し て 、 福 岡 市 の 経 験 を 基 に 話 を さ せ て い た だ く と 、 乳 幼 児 の

委託を 推進す る と い う こ と は、 要す る に 、 養子縁組で はな く て 、 実親家庭に 帰

る ま で の一定期間の養育を 担う 里親を ど う 増やし て 、 ど う 支援す る か、 ま た 、

実親の家庭に 戻っ て い く プ ロ セ ス に お い て 、 交流を ど う 支援し て 、 家庭を ど う

支援し て い く のか、 と い う こ と の相対で はな い かと 思う 。  

 ・ そ う 考 え る と 、 先 ほ ど の 説 明 に あ っ た よ う に 、 年 間 の「 純 粋 な 養 育 里 親 」 の

新規登録数が８ 人で 、 新た に 委託す る 乳幼児が５ 人と い う のは納得で き る が、

今後、 毎年新た に 乳幼児を 10人、 15人、 20人と 委託し て い く と い う 場合は、 そ

の分委託可能な 養育里親を 増やし て い く こ と が絶対に 必要と な る 。  

 ・ そ の た め に は 、 今 ま で の 広 報 ・ リ ク ル ー ト の や り 方 を 根 本 的 に 変 え て い く よ

う な やり 方を し な い と な かな か実現で き な い と い う のが、 福岡市で の経験で あ

る 。  

 ・ 2016年 に 、 先 ほ ど か ら 紹 介 さ れ て い る Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 に フ ォ ス タ リ ン グ 機 関 を 委

託し て 、 乳幼児だ け に 焦点を あ て た 里親のリ ク ルー ト を 積極的に 実施し て も ら

い 、 そ れま で 児童相談所だ け で やっ て き た リ ク ルー ト や普及啓発だ け で は到底

開拓で き な かっ た 様々な 養育里親を 開拓す る こ と がで き て 、 乳児院で 里親家庭

で の養育を 待っ て い た 子ど も 達を 次々と 里親家庭に 措置変更す る こ と がで き た 。
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そ れだ け で はな く 、 一時保護委託の段階から 、 乳児院で はな く 、 里親家庭に 委

託で き た と い う 経験を し て い る 、  

 ・ そ の た め 、 リ ク ル ー ト や 広 報 戦 略 を ガ ラ ッ と 変 え る こ と に よ っ て 、 一 定 数 の

委託可能な 養育里親を 確保し て い く と い う こ と が必要に な る と 同時に 、 そ の新

規の里親の方々を 本当に き め 細やかに 支援し て い く と い う 両輪が絶対に 必要だ

と 思う 。  

 ・ こ れ に 加 え て 、 実 親 と の 交 流 支 援 や 家 庭 復 帰 支 援 、 委託 を 解 除 さ れ た 里 親 に

対す る ア フ タ ー ケ ア も 非常に 重要で あ り 、 そ こ はま た 児童相談所のケ ー ス ワ ー

ク 機能も も っ と 強化し て い く こ と が必要に な る と 思う 。  

 ・ こ の ３ 点 が そ ろ え ば 、 資 料 に あ る よ う な 毎 年 ５ 人 ず つ 委 託 児 童 を 増 や し て い

く と い う こ と は、 乳幼児に つ い て は実現可能だ と 思う が、 結局そ の３ 点がそ ろ

う かど う かが問題で あ り 、 そ れが順調に そ ろ う ま で に １ 年～３ 年ぐ ら い かかる

かも し れな い が、 一旦軌道に 乗る と そ れが実現す る ので はな い かと 思う 。  

 ・ 学 童 期 以 降 の 里 親 委 託 に つ い て は 、 別 の 発 想 が 必 要 に な る と 思 う の で 、 も う

少し 考え て 、 後ほど 発言し た い 。  

 ○座 長 

  ・ 乳幼児の里親委託に つ い て 、 前提条件がい く つ か必要で はあ る が、 頑張れば目

標達成は無理で はな い と い う メ ッ セ ー ジ を い た だ い た かと 思う 。 他のご 意見も

伺い た い 。  

 ○委 員 

  ・ 乳幼児の委託が進みに く い 主な 理由を 、 児童相談所と し て ど のよ う に 考え て い

る のか。  

 ●事 務局 

  ・ 今は、 全体的な 課題と し て 実親の同意が取れて い な い と い う こ と があ る が、 専

門的な 支援が必要と い う 理由で 乳児院に 入所し て い る 子ど も 多く お り 、 現状と

し て 、 こ の子は発達に 課題があ っ て な かな か養育が難し い と い う 場合は、 乳児

院に お 願い す る と い う 流れがあ る と 思う 。  

 ・ 今 後 、 発 達 に 課 題 が あ る 子 ど も で も 里 親 家 庭 へ 委 託 し て 、 委 託 後 に そ の 里 親

家庭への支援を き っ ち り し て い く こ と がで き る よ う に な れば、 そ のよ う な 発想

で 取り 組ん で い く こ と も で き る と 思う が、 現状で はま だ そ こ ま で で き て い な い

こ と と 、 入口と な る 実親の同意を 取る と こ ろ で 苦戦し て い る 。  

 ○座 長 

  ・ 里親委託が進ま な い 理由の一つ に 、 やはり 実親の同意がな かな か取れな い と い

う こ と は根強く あ る と 思う が、 ア ド バイ ザー から ご 意見を い た だ け る か。  

○ア ド バイ ザー  

 ・ 先 ほ ど お 話 し し た 実 親 と の 交 流 支 援 や 家 庭 復 帰 の 支 援と 同 じ よ う に 、 児 童 相

談所のケ ー ス ワ ー カ ー のス キ ルや専門性、 理念の共有と い う と こ ろ が重要だ と

思う 。  

 ・ 福 岡 市 の 経 験 で も 、 過 去 に な か な か 実 親 の 同 意 が と り に く い と い う こ と が あ

っ た が、 個々のケ ー ス ワ ー カ ー が里親養育の必要性や重要性、 子ど も に と っ て

一番重要な こ と は何かと い う こ と を 、 自信と 説得力を 持っ て 説明し て い く こ と

が必要かと 思う 。  

 ・ ま た 、 実 親 の 同 意 書 に つ い て も 、 こ ど も 家 庭 庁 の ホ ー ム ペ ー ジ に も 載 っ て い
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る ので ご 存じ かも し れな い が、 里親か施設かと い う 同意書で はな く 、 全部ひ っ

く る め た 児童福祉法第27条第１ 項第３ 号に 関す る 同意書と い う 形で も ら っ て い

る ので 、 こ れで 同意のサイ ン を も ら え ればど ち ら で も 措置が可能に な る 。  

 ・ 実 親 の 中 に は 、 私 は 里 親 よ り も 施 設 が い い で す と い う 方 も お ら れ る が 、 個 々

のケ ー ス ワ ー カ ー が丁寧に 説明し て 、 里親に 預け る こ と で 子ど も が取ら れる と

か、 ず っ と 会え な い と い う こ と で はな く 、 交流の支援も 保障し て い く し 、 計画

的に 家庭復帰支援を 進めて い く と い う こ と を 伝え 、 実際に 実施し て い く と い う

こ と で 、 大体の場合に は同意を 取っ て い け る ので はな い かと 、 経験上は思っ て

い る 。  

 ○座 長 

  ・ 結論的に はケ ー ス ワ ー カ ー のス キ ルだ と い う こ と かも し れな い が、 個人的に は、

リ ス ク の高い 子ど も は最初に 乳児院に 預け て から 同意を 取る と い っ た 二段階シ

ス テ ム のよ う な 形に な る と 、 よ り 同意を 得る のが難し く な る ので はな い かと 思

う ので 、 ま ず 里親に 一時保護委託や正式な 委託を す る と い う と こ ろ から ス タ ー

ト で き る かど う かと い う こ と が大き い ので はな い かと い う 印象を 持っ て い る 。  

  ・ 神戸市で は、 そ う い っ た こ と が徹底で き て い る のか、 そ れはま だ ま だ 課題だ と

い う と こ ろ か、 状況を 伺い た い 。  

●事務 局 

 ・ 実 情 と し て 、 フ ァ ミ リ ー ホ ー ム 等 に は 一 時 保 護 委 託 を お 願 い す る こ と も あ る

が、 里親に 一時保護委託を お 願い す る ケ ー ス は少な い 。 専門性のあ る 施設に お

願い す る 方が安心で き る と い う こ と と 、 一時保護委託の場合はマ ッ チ ン グ の期

間がな い ので 、 い き な り お 願い す る のが難し い と 考え て お り 、 結果と し て 一時

保護委託経験のあ る 里親が増え て い かな い ので 、 悪循環な 面はあ る と 思う 。  

○座長  

 ・ そ の あ た り の 具 体 的 な オ ペ レ ー シ ョ ン も 含 め て 検 討 し て い く 必 要 が あ る と い

う 印象を 持っ て い る 。  

○委員  

 ・ 何 度 か 申 し 上 げ た が 、 マ ネ ジ メ ン ト が 非 常 に 重 要 で 、 そ こ に 必 要 な も の は 理

念で あ る と 考え て い る 。  

 ・ 国 が 、 里 親 委 託 率 の 高 い 地 域 を 比 較 し た 資 料 を 時 々 公表 し て い る が 、 福 岡 市

や静岡市のよ う な 例外は一部あ る も のの、 ざ く っ と 見る と 、 里親委託率と 施設

の充実度は相関関係があ る よ う に 見え る 。 良い か悪い かの話で はな く 、 施設の

充実度や養育技術、 組織力が非常に 重要で 、 措置権者と し て ど ち ら を 選ぶかと

い う こ と はど う し て も 出て く る と 思う 。  

 ・ た だ 、 推 進 計 画 に お い て 、 里 親 委 託 率 が 75％ 、 50％ と い う 数 字 よ り も 、 個 人

的に よ り 重要だ と 考え て い る のは、 各自治体で 里親家庭が必要だ と 思われる 子

ど も の数の算出の数式が出て く る が、 あ れに よ っ て 、 そ の地域がい かに そ の地

域の子ど も た ち を し っ かり ア セ ス メ ン ト し て 分析し て い る のかがわかる 。  

 ・ そ こ に は 何 の 根 拠 も な い 数 字 は 出 て こ な い と 思 う の で 、 本 当 に 子 ど も 一 人 ひ

と り を 見て い っ て 、 そ の子ど も に は何が必要な のかを 考え る と き に 、 施設も 里

親も 地域も 一丸と な っ て 、 そ の子ど も のニ ー ズ に 応え る た め に あ り と あ ら ゆる

努力を し て い く と い う こ と があ る と 思う し 、 そ こ に 実親の同意と い う も のも 含

ま れる と 思う 。  
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 ・ な ぜ か と い う と 、 こ の 子 ど も が ど こ に 属 し て い よ う と こ れ が 必 要 だ と い う こ

と を 、 皆が共通し て 、 神戸市で はこ れだ と 言え る 理念を し っ かり と 示し て い く

こ と が大事で 、 家庭養育優先の原則で い く な ら ば家庭復帰や親子関係再構築を

目指し て い く 中で 、 そ れま で の間ど こ で こ の子ど も が育ま れる べき な のかと い

う こ と を 共有し て 、 施設、 里親、 児童相談所、 地域が一丸と な っ て 、 実親の説

得も 含めて やっ て い く 必要があ る と 思う 。  

 ・ こ う し た こ と は 児 童 相 談 所 だ け の 仕 事 で は な い が 、 児童 相 談 所 の 専 門 性 や 力

が問われる と こ ろ で あ り 、 そ れを 今よ り も 強化し て い く と い う こ と で 、 目標の

数字が出て く る のかと 思う 。  

 ・ ま た 、 先 ほ ど の 説 明 で 、 新 規 登 録 里 親 の 20世 帯 の う ち ８ 世 帯 が 「 純 粋 な 養 育

里親」 で あ る と のこ と だ っ た が、 こ の20世帯の方々がど のよ う な 思う で 里親家

庭に な る こ と を 決断さ れて 、 そ のよ う な 生き 方を 選ん だ のかと い う のは決し て

無視し て はい け な い 話で あ り 、 地域で の里親のイ メ ー ジ に 大き く つ な がっ て い

く と 思う ので 、 二重登録を さ れて い る 方々のし っ かり し た ア セ ス メ ン ト が必要

だ と 思う 。  

 ・ ま た 、 先 ほ ど の ア ド バ イ ザ ー の 話 に も あ っ た が 、 神 戸市 の 人 口 規 模 を 考 え る

と 、 「 純粋な 養育里親」 の新規登録数が年間８ 世帯と い う のは少し 厳し い と 思

う ので 、 ど う い う 形で そ れを 増やし て い く のかを 考え て い く 必要があ る と 思う 。  

 ・ 20年 間 、 30年 間 と 里 親 を さ れ て い る 方 の こ と は 本 当 に 尊 敬 す る が 、 そ う い っ

た 方々を こ れから も 期待し て い く と い う のは、 戦略的に 難し い と 思っ て お り 、

10年や15年のと こ ろ で 充実し て 辞め て い く と い う サイ ク ルを つ く っ て い く ので

あ れば、 そ のリ タ イ ア す る 里親数も 考慮し て リ ク ルー ト を やっ て い く 必要があ

る と 思う 。  

○座長  

  ・ 子ど も に と っ て 本当に 何が必要な のかと い う こ と を し っ かり 見て ほし い と い う

ご 意見と 、 里親の稼働年数のよ う な こ と を 一定検討し て い く 必要があ る と い う

ご 意見だ っ た と 思う 。  

 ○委 員 

  ・ やはり 生き 方な ので 、 私は死ぬま で 子ど も のた め に 、 と い う 方も 一定数はい ら

っ し ゃ る と 思う し 、 本当に 尊敬す る が、 そ う い う 方を 最初から 戦力と し て 期待

し て い く 、 つ ま り 一旦里親に な っ た ら 20年間やっ て く れる と い う 考え で は難し

い と 思う 。  

・ 里親と い う 生き 方を 選ん だ と き 、 一度始め て 、 子ど も の育ち に 喜び を 感じ て 長

年そ れを 繰り 返す と い う こ と はあ り だ と 思う が、 子ど も の利益に かな う 形で 短

期の委託を 繰り 返し て 、 私はやり 切っ た と い う 方々が一定数い て も い い と 思う

し 、 そ う い う 方が地域で 生身の情報と し て 「 こ う い う 里親も あ り 」 と い う 発信

はで き る と 思う 。  

  ・ そ う い う こ と を 考え る と 、 一定年数で リ タ イ ア さ れる と い う こ と を 想定し て 、

リ ク ルー ト の件数は考え た 方が良い と 思う 。  

 ○座 長 

  ・ こ こ に はい な い が、 子ど も の意見と い う も のが大事だ と 思っ て お り 、 委託さ れ

た 先で 親子に 見え る と い う のは子ど も に と っ て 重要で 、 授業参観に 来て も ら っ

た と き に 、 親に 見え る か、 お じ い ち ゃ ん ・ お ばあ ち ゃ ん に 見え る かと い う のは
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違う と 思う ので 、 自分自身も 里親と し て の年齢を 考え る 必要があ る な と 感じ た

が、 里親のリ タ イ ア と い う 点ま で 含め た 検討がさ れる こ と はあ ま り な い よ う な

ので 、 新し い 視点だ と 思っ た 。  

  ・ 次に 、 就学以降の児童の里親委託に つ い て 、 ど う 言っ た 戦略が考え ら れる かと

い う 意見を 伺い た い 。  

 ○委 員 

  ・ 先日あ る 研修で 思春期の子ど も の発達に つ い て 学ぶ機会があ っ た が、 そ こ で 、

子ど も の発達や年齢が進む に つ れて 、 家庭で き る こ と は自ず と 減っ て き て 、 外

から 学ん で く る こ と のボ リ ュ ー ム が増え て い く と い う 話を 聞い た 。  

  ・ そ う す る と 、 学齢前の子ど も が里親家庭に い る と き に は、 里親が子ど も と 色々

と 関わり を つ く っ て 、 遊び に 行っ た り 共に 時間を 過ご し た り と い う のが多く の

方のイ メ ー ジ だ と 思う が、 学齢期から 思春期に な る と 変わっ て く る 。  

  ・ 学齢期から 思春期と 徐々に 進む に つ れ、 家の外で 学ん だ り 獲得し た り す る こ と

が増え る が、 獲得し て く る プ ロ セ ス で 当然疲れた り 、 く た び れた り し て 、 家に

帰っ て き た ら 荒れて 、 里親に ぶつ け て く る 、 と い う こ と に な る ので 、 そ う い っ

た こ と が里親の役割で 、 何かを 身に つ け さ せる よ り 、 安心で き る 居場所を 提供

す る こ と が、 学齢期以上の子ど も の里親に 求め ら れる ポ イ ン ト に な る と い う こ

と は、 何か発信で き る ので はな い か。  

  ・ と に かく そ こ に い て く れればい い と 言っ て も 、 里親が、 子ど も に と っ て 安全な

場所と し て そ こ に い て く れる と い う こ と は、 と て も 重要で 、 簡単な こ と で はな

く 、 メ ン タ ル的な コ ン ト ロ ー ルも 必要に な る が、 そ れが里親の役割に な る と い

う こ と を 発信し て 、 そ れな ら やっ て みた い と い う 方々も 一定数はい る ので はな

い かと 思っ た 。  

 ○座 長 

  ・ 乳幼児の里親と 就学以降の里親都で は、 メ ッ セ ー ジ を 変え て い く 必要があ る と

い う こ と かと 思う 。  

 ○ア ド バイ ザー  

  ・ い ろ い ろ な 里親と 出会っ て き た が、 乳幼児の里親に な ろ う と し て 登録さ れる 方

と 、 学齢期の子ど も の里親に な ろ う と い う 方はやはり 異な る と い う 印象があ っ

て 、 学齢期の子ど も の里親に な ろ う と い う 方は、 も と も と 学校の先生や、 施設

の職員や、 学童保育に 関わっ て い た り 、 実子を 養育し て き た 方な ど が多い と 思

う 。  

  ・ 乳幼児の里親に つ い て は、 広報やリ ク ルー ト す る こ と で 一定数集ま っ て く る が、

学齢期の里親希望者はそ れほど 一度に 集ま っ て こ な い ので 、 粘り 強く 広報・ リ

ク ルー ト を し な がら 少人数で も 開拓し て い く 必要があ る かと 思う 。  

  ・ 最初から 難し い 思春期の子ど も の里親に な る のはな かな かで き な い ので 、 そ う

い う 関心のあ る 方を 、 少し ず つ 短期の養育里親から 長期の養育里親を 目指し た

り 、 小学校低学年から はじ め て 、 次は高学年と い う よ う に 、 里親自身が自信を

つ け て 養育で き る よ う に 支援、 育成し て い く と い う 戦略が必要かと 思う 。  

  ・ 先ほど 、 児童家庭支援セ ン タ ー の役割に つ い て 話があ っ た が、 児童家庭支援セ

ン タ ー は地域の支援も し て い る ので 、 独自の広報やリ ク ルー ト を そ の地域で 展

開し て い く と い う こ と も あ っ て い い と 思う 。 神戸市や里親支援セ ン タ ー が神戸

市全域で やる ので あ れば、 児童家庭支援セ ン タ ー は所在し て い る 地域で やっ て
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い く と い う のも あ り 得る と 思う 。  

  ・ 福岡市で 言う と 、 先ほど よ り ご 紹介し て い る Ｎ Ｐ Ｏ 法人が福岡市の中央部に あ

っ て 、 そ こ を 中心に リ ク ルー ト を し て い く 中で 、 別の区に あ る Ｎ Ｐ Ｏ 法人がそ

の区を 中心に 普及啓発や里親のリ ク ルー ト を し て い っ た と い う 経緯も あ り 、 お

互い に 競争し な がら やっ て い く と い う こ と は可能かと 思う 。  

  ・ そ れから 、 学童期以降の里親委託推進に つ い て 、 施設入所中の子ど も のケ ー ス

ワ ー ク を あ ら た め て 見直す こ と も 重要だ と 思う 。 福岡市で は、 2016年に 施設に

入所し て い る 子ど も 全員に つ い て 、 個々のケ ー ス ワ ー カ ー が、 そ の子ど も が18

歳ま で 施設に い る 子ど も な のか、 家庭復帰がで き な い のか、 親族に 打診し て 親

族宅への引き 取り がで き な い のか、 そ れも 難し い 場合は里親や養子縁組はで き

な い のかを し っ かり と 調査し て 、 子ど も の意向も 含めて 、 子ど も に と っ て 最善

の選択肢は何かと い う こ と を も と に 、 一人一人のケ ー ス ワ ー ク を 一から 見直し

た と い う こ と を やっ て い る 。 そ の中で 、 こ れま で 家庭復帰のケ ー ス ワ ー ク があ

ま り で き て い な かっ た り 、 里親委託を 諦め て い た ケ ー ス が発見さ れた り す る こ

と も あ っ た ので 、 そ う い っ た 取組も 必要かと 思う 。  

  ・ 三点目と し て 、 前回、 神戸市で は週末里親が非常に 盛ん と 聞い た が、 そ の中に

は、 そ の週末里親のと こ ろ に 正式な 措置がで き る 子ど も も い る かも し れな い し 、

週末里親を し て い る 人を 里親登録に つ な げ て 正式な 措置に し て い く と か、 そ う

い う と こ ろ を 取り 組む こ と も 一つ の方向性だ と 思う 。  

  ・ 資料３ に 里親支援専門相談員の見直し 後の業務の（ １ ） と し て 、 所属施設の在

籍児童の里親等委託推進と あ る が、 こ れはと て も 重要で 、 福岡市で も 、 特に 児

童養護施設の里親支援専門相談員の方に お 願い し て き た 。  

・ 施設の子ど も が里親家庭に 措置変更さ れて い く のはな かな か難し い プ ロ セ ス で

はあ る が、 こ れが一番で き る のは施設のケ ア ワ ー カ ー や里親支援専門相談員で

あ る と 思う ので 、 神戸市と し て はこ こ を ぜひ 取り 組ん で い た だ く と 良い と 思う 。  

  ・ 施設の方は、 週末里親や、 地域で 里親さ ん に な れる よ う な 方も 把握し て い る か

も し れな い し 、 子ど も の状況、 里親候補の方、 実親のこ と も よ く 知っ て い る の

で 、 学齢期の子ど も を 施設から 里親に 措置変更し て い く 一番有力な マ ン パワ ー

は、 施設の職員で はな い かと 思う 。  

  ・ 可能で あ れば、 児童養護施設から 里親に 措置変更さ れる 子ど も が何人ぐ ら い い

る のか、 も し わかれば後で 教え て い た だ き た い 。  

 ○座 長 

  ・ 学齢期以降の子ど も の委託を ど う 進め て い く のかに つ い て 、 様々な ア イ デ ア や

神戸市で の今後の取組な ど に 関す る 貴重な 示唆で あ っ た と 思う 。  

○委員  

 ・ 神 戸 市 の 児 童 養 護 施 設 に 入 所 し て い る 子 ど も で 、 季 節・ 週 末 里 親 を 利 用 し て

い る のは現在43人で あ る が、 そ の中で 里親委託がで き る ので はな い かと い う ケ

ー ス に つ い て こ ど も 家庭セ ン タ ー の担当者に 相談し た こ と があ る が、 子ど も に

課題があ る と い う 理由で 断ら れた こ と があ る 。  

 ・ 先 ほ ど 理 念 の 共 有 の 話 が あ っ た が 、 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー と し て そ う し た こ と

を も っ と 積極的に 進め て い こ う と い う 理念を 全体で 共有し て も ら い た い 。  

○座長  

 ・ 週 末 ・ 季 節 里 親 か ら 里 親 委 託 に ど う つ な げ て い く か に つ い て 、 も っ と 積 極 的
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に 進め て ほし い と い う こ と で あ り 、 先ほど のア ド バイ ザー の話に あ っ た よ う に 、

あ ら た めて 調査を し て 里親委託に つ な げら れな い かを 見て い っ た り 、 課題があ

る ので あ ればそ れを ど う 支え て い く のかも あ わせて 検討し な がら 委託に つ な げ

る 努力も 必要かも し れな い と 思う 。  

○委員  

  ・ 思春期の学童期の子ど も の委託に つ い て 、 そ の年ご ろ は本当に 難し い と 思う の

で 、 里親支援専門相談員か里親支援セ ン タ ー かわから な い が、 伴走し て く れる

人、 一緒に 見て い き ま す よ と い う サポ ー ト が必要だ と 思う 。  

  ・ 思春期や学童期に 里親家庭に 迎え て 自立さ せて い く こ と に な る のだ が、 施設に

は自立支援のた め の職員が配属さ れて い る が、 里子の自立支援に つ い て ど のよ

う な 考え があ る か伺い た い 。 里親支援専門相談員が施設に 関わら ず そ う い う サ

ポ ー ト を す る と い う こ と で 動い て い る と 思う が、 子ど も 達が出身施設以外の支

援員に 相談に 行かな かっ た り 、 里親家庭の子ど も に つ い て は、 里親も も ち ろ ん

支援し て い る け れど も 、 親子で は難し かっ た り 、 第三者的な 立場で の支援の必

要性は強く 感じ て い る 。  

 ●事 務局 

  ・ 自立支援に つ い て 、 現在は全体のコ ー デ ィ ネ ー タ ー を 配置し て 支援す る シ ス テ

ムと い う も のはな く 、 個々の里親支援専門相談員や児童相談所の職員が、 状況

に 応じ て 支援を し て い る 。  

  ・ 例え ば、 本年度から 、 昨年度ま で 実施し て い た 「 社会的養護自立支援事業」 が

「 児童自立生活援助事業」 に 組み替え ら れて お り 、 こ の事業の「 Ⅲ型」 を 里親

やフ ァ ミ リ ー ホ ー ム に 担っ て い た だ く こ と に な る が、 こ れに つ い て も 、 ガ イ ド

ラ イ ン に 沿っ て 、 児童相談所の職員が自立支援計画を 作成し て 支援す る こ と に

な っ て い る 。  

  ・ こ のよ う に 個々の状況に 応じ て 支援はし て い る が、 支援体制の構築に つ い て は

課題だ と 思っ て い る 。  

○座長   

  ・ 二つ 目の、 里親支援業務の包括的な 実施体制の議論に 移り た い 。 神戸市に はた

く さ ん の里親支援機関があ る が、 こ れを ど う い っ た 形で 有機的に 結び つ け て い

く こ と がで き る のか、 近い 将来に 里親支援セ ン タ ー を 展開し て い く に し て も 、

マ ネ ジ メ ン ト 体制がな け ればな かな か機能し て い かな い ので 、 そ う な ら な い よ

う に ど う し て い く のか、 等に つ い て ご 意見を い た だ き た い 。 で き れば、 施設の

役割を ど う し て い く のかと い っ た と こ ろ を 伺い た い 。  

 ○委 員 

  ・ 今の段階で ど う かと 言われて も 難し い と こ ろ はあ る が、 施設と か児童家庭支援

セ ン タ ー と がど のよ う な 関係性かと い う と 、 皆がばら ばら に 、 そ れぞ れで 何か

やっ て い る と い っ た 感じ で あ る 。 以前に も お 話し し た が、 里親支援専門相談員

がそ れぞ れの施設の組織の中に い て 、 そ の土壌がそ も そ も の施設の考え 方に よ

っ て 動い て い る と こ ろ が、 動き が活性化し に く い 一つ の要因で あ る かと は感じ

て い る 。  

  ・ 可能かど う かはわから な い が、 神戸市の場合は全体で 動こ う と し て も 大変で 、

動き も 悪い ので 、 そ れこ そ 児童家庭支援セ ン タ ー を 中心に 各施設の里親支援専

門相談員があ る 程度チ ー ム に な っ て 動く と い う よ う な 体制に し て 、 児童家庭支
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援セ ン タ ー がよ り 専門性が高い と す れば、 そ のマ ネ ジ メ ン ト や統括す る よ う な

役割を 担う こ と がで き な い かと 考え る こ と はあ る 。  

  ・ 現状の、 各施設に 一人の里親支援専門相談員が、 ばら ばら と 活動し て い る 状態

のま ま で は、 多分前に は進ま ず 、 専門性も 向上せず 、 実質的な 支援やソ ー シ ャ

ルワ ー ク の面で も 課題があ る ので 、 個人で 活動し て い る 状態を 何と か解消し て

い け な い だ ろ う かと 考え て い る 。  

 ○委 員 

  ・ 児童養護施設も 同じ よ う な 形かと 思う が、 乳児院・ 児童養護施設・ 里親支援機

関のそ れぞ れの立場で と し て 様々な 活動を し て い る も のの、 誰が音頭を 取っ て

い る のかと い う と こ ろ は非常に 難し く 、 改善す る 必要性は強く 感じ て い る 。  

 ○座 長 

  ・ 今地域に あ る 施設や団体等の支援者を ど のよ う に 組織化し て マ ネ ジ メ ン ト し て

い く のかと い う 点が、 共通の課題認識と し て あ る と 思う 。  

 ○委 員 

  ・ 国が里親支援セ ン タ ー の設置を 推進し て い る が、 神戸市と し て の方向性や計画

はど う な っ て い る のか教え て い た だ き た い 。  

 ●事 務局 

  ・ こ の検討会で そ の辺り も 含め て ご 意見を い た だ き な がら 検討し た い と 考え て お

り 、 ま た 他の自治体の状況等も 参考に し た い 。  

  ・ 兵庫県で はす で に 設置さ れて い る 地域も あ り 、 先日、 西宮の里親支援セ ン タ ー

を 視察さ せて も ら っ た が、 兵庫県の西宮児童相談所の管轄で あ る こ の地域は、

も と も と 里親支援機関が一つ し かな く 、 そ の里親支援機関が里親支援セ ン タ ー

を さ れて い る と い う こ と で 、 と て も 分かり やす い 構図だ と 思っ た 。  

・ 神戸市に はた く さ ん の里親支援機関があ る と い う 現状の中で 、 ど のよ う に そ の

役割を 整理す ればよ い のか、 将来的に 里親支援セ ン タ ー を 設置し た 時に ど のよ

う に 連携す ればよ い のかと い う と こ ろ がかな り 難し い と 考え て お り 、 そ こ も 含 

○委員  

 ・ 神 戸 市 に 里 親 支 援 機 関 が 全 部 で 21ヶ 所 あ る と い う の は強 み だ と 思 う が 、 こ れ

を 増やし て き た プ ロ セ ス はど う い っ た も のだ っ た のか、 ど う い う 理念の下に 何

を 目指し て 増やし て こ ら れて 、 何を 得た い と い う 働き を し て い て 、 そ の達成度

合い はど の程度のも のな のかと い う こ と を 、 教え て い た だ き た い 。  

●事務 局 

 ・ 理 念 と か 将 来 の ビ ジ ョ ン を 描 い た う え で こ れ だ け 里 親支 援 機 関 を 増 や し て き

た と か、 将来的に こ う い う 形で 連携を し て い く と い う 点に つ い て は、 そ こ ま で

明確に 具体的な イ メ ー ジ は持て て お ら ず、 た だ 、 各施設に 里親支援専門相談員

が配置さ れれば、 そ の施設に 入所中の児童から 里親委託へ措置変更す る こ と も

進みやす く な る だ ろ う と い う 趣旨で あ っ た と 思う 。  

○委員  

 ・ 施 設 か ら 家 庭 養 育 、 養 育 者 の つ な が り と い う こ と を 目指 す た め の 里 親 支 援 専

門相談員、 里親支援を 増やし て き た と う こ と は、 子ど も に と っ て 間違い な く 利

益に な る 部分も あ り 、 目的と し て はし っ かり し て い る と 思う 。  

 ・ 先 ほ ど ア ド バ イ ザ ー か ら も 質 問 が あ っ た が 、 施 設 か ら 里 親 家 庭 へ の 措 置 変 更

と い う 流れに つ い て は進ん で き て い る のか。  



 

－14－ 

●事務 局 

 ・ 先 ほ ど の ご 質 問 の 件 で 数 字 を 確 認 し た が 、 昨 年 度 の 乳児 院 か ら 里 親 へ 措 置 変

更を 行っ た 子ど も は５ 人で あ っ た 。 そ の他に つ い て はあ ら た め て 確認し て お く 。  

 ・ 乳 児 院 や 児 童 養 護 施 設 か ら 里 親 家 庭 に 措 置 変 更 す る 難し さ と し て 、 も と も と

の入所のと き に 実親の同意が施設入所に つ い て し か得ら れて お ら ず 、 かと い っ

て 家庭復帰も な かな か難し い 中で 、 ケ ー ス ワ ー カ ー から 実親に 話を す る が、 そ

の時に こ ち ら の趣旨が伝え き れて い な い こ と も あ る と 思う が、 結局そ こ で 同意

を 得る こ と も 難し く な っ て い た め 、 本日い た だ い た ご 意見等も も と に 、 説明の

仕方や同意の取り 方に つ い て も 考え て い き た い と 思う 。  

 ・ た く さ ん の 里 親 支 援 機 関 を 設 置 し て 進 め て き た こ と の評 価 と し て は 、 決 し て

順調と 言え る 状況で はな く 、 課題も あ る 中、 やり 方に つ い て は見直し が必要と

考え て い る のが現状で あ る 。  

○座長  

 ・ 今 後 、 里 親 支 援 機 関 ご と の 強 み が 何 か と い う こ と を 、 そ れ ぞ れ が 自 覚 し た り 、

確認し た り す る 作業が必要だ と 思う 。 一方で 、 そ の支援機関に 求め ら れる も の

が何かと い う と こ ろ を す り 合わせな がら 、 全体と し て ど う い っ た 支援体制、 マ

ネ ジ メ ン ト 体制を 作っ て い く のかと い う こ と を 検討し て い く こ と が必要かと い

う 印象を も っ た 。  

  

( 3) そ の他 

○委員  

 ・ 里 親 へ の 一 時 保 護 委 託 に つ い て 、 な ぜ 進 ま な い の か 、 ど の よ う な 課 題 や 問 題

があ る のか教え て ほし い 。  

●事務 局 

 ・ 一 時 保 護 は 緊 急 度 が 高 く 、 例 え ば 夜 間 に 急 に 一 時 保 護委 託 が 必 要 に な る こ と

があ る が、 施設の場合、 ど う い う 職員がい て 、 ど う い う 子ど も に 対応で き る と

い う のがす ぐ に 分かっ て い る た め 、 施設に 委託す る こ と が多い 。  

・ 委託経験のあ る 里親やフ ァ ミ リ ー ホ ー ム に は、 一時保護委託を お 願い す る こ と

も あ る が、 養育経験のな い 未委託里親に 一時保護委託を お 願い す る こ と に つ い

て はな かな か課題も 多く 、 里親自身も 躊躇さ れる こ と も あ る 。  

・ 国は一時保護委託に つ い て も 里親・ フ ァ ミ リ ー ホ ー ム への委託を 優先し て 考え

る こ と を 明確に 示し て い る た め 、 神戸市が一時保護委託可能な 里親を い かに 把

握し て い く かが今後の課題だ と 思っ て い る 。  

 ○ア ド バイ ザー  

 ・ こ の 検 討 会 に つ い て 、 今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル や 、 先 ほ ど 提 案 が あ っ た 里 親 支 援

セ ン タ ー の在り 方が今後課題に な る のかど う か等、 見通し を 教え て も ら い た い 。  

●事務 局 

 ・ こ の 検 討 会 に つ い て は 、 年 ４ 回 程 度 実 施 す る 予 定 で 、 次 回 の 第 ３ 回 は ９ 月 11

日に 実施予定で あ る が、 第３ 回で は、 今日の意見を 踏ま え 、 里親委託の推進に

かかる 神戸市の社会的養育推進計画の記載内容及び そ の背景に つ い て の考え 方

を 案と し て 示し た う え で 、 意見を 伺い た い と 考え て い る 。  

・ 里親支援セ ン タ ー に つ い て は、 こ の検討会の中で 御意見を い た だ き た い が、 設

置に 当た っ て 課題と な っ て い る 点を ど のよ う に 神戸市と し て ク リ ア し て い く の
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かと い う と こ ろ が先に あ る かと 思っ て い る 。  

・ 本日の検討会で 整理し 切れな かっ た と こ ろ も 含め て 、 第３ 回、 第４ 回で 整理し 、

方向性に つ い て ご 意見い た だ い た 上で 、 あ る 程度ま と め た い と 考え て い る 。  

○ア ド バイ ザー  

  ・ 第４ 回目で 、 こ の検討会の成果物と し て 取り ま と め た 文書を 出す 予定はあ る か。  

○事務 局 

  ・ 社会的養育推進計画と し て 策定す る も の以外に 何か作成す る こ と に つ い て 、 具

体 的 な 想 定 は し て い な か っ た が 、 折 角 こ の よ う な 場 を 設 け て 委 員 の 皆 様 か ら

様々な ご 意見を い た だ い て い る ので 、 今後取り 組む べき 課題と し て 明確に し て

整理し た い と 思う 。  

○座長  

 ・ 神 戸 市 の 里 親 委 託 を 進 め る た め に 必 要 な メ ン バ ー に 集 ま っ て い た だ い て お り 、

最終的に は、 第１ 回目で 挙げ ら れた 課題に つ い て 今後の方針と し て ま と め た う

え で 、 数年後に 検証で き る よ う な 内容と し て 残す こ と がこ の検討会の価値に な

る と 思う ので 、 次回以降に し っ かり 議論す る こ と がで き ればよ い と 思う 。  

 


